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いなり

稲荷遺跡発掘調査報告書
八重畑地区ほ場整備事業関連遺跡発掘調査



序

岩手県内には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵

地が各地にあり、平成12年度現在でおよそ11,000ヶ所におよぶ遺跡が確認

されております。これら先人の残した多くの文化遺産を保存し、後世に伝え

ていくことは、私たち県民に課せられた大切な責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発にともな

う社会資本の充実も重要な一施策であります。 このように埋蔵文化財の保

護・保存と開発との調和も今日的課題であり、当岩手県文化振興事業団は、

埋蔵文化財センター創立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開

発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い記録保存する

措置をとってまいりました。

本報告書は、石鳥谷町八重畑地区ほ場整備事業に関連して、平成13年度

に発掘調査を実施した稲荷遺跡の発掘調査結果をまとめたものであります。

調査によって、縄文時代の遺構と古代の竪穴住居跡が確認され、当該地域の

歴史や周辺の遺跡との関連性を考える上で貴重な資料を提供することができ

ました。この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に

対する理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが発掘調査及び報告書作成にご援助、ご協力賜りました

花巻地方振興局花巻農村整備事務所、石烏谷町教育委員会をはじめとする多

くの関係機関、関係各位に深く感謝申し上げます。

平成14年7月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田 武
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ひえぬきぐんいしどりやちようやえはた いなり

1．本報告書は、岩手県稗貫郡石烏谷町八重畑72番ほかに所在する稲荷遺跡の発掘調査結果を収録したも

のである。

2．本遺跡の調査は、ほ場整備事業（八重畑地区）に伴い、岩手県教育委員会生涯学習文化課と花巻地方振

興局花巻農村整備事務所との協議を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが記録保

存を目的として行った緊急発掘調査である。

3．岩手県遺跡登録台帳における番号と調査時の遺跡略号は以下の通りである。

遺跡番号 MEO7-2078

遺跡略号 IN-01

4．調査期間・調査面積・調査担当者は以下の通りである。

調査期間 平成13年6月18日～平成13年7月31日

調査面積 2,090㎡

調査担当者 村木敬・星幸文

5．室内整理期間と整理担当者は、以下の通りである。

室内整理期間平成13年11月1日～平成14年1月31日

整理担当者 星幸文・村木敬

6．本報告の執筆・編集は、星幸文が担当した。

7．委託業務にあたっては以下に委託した。 （敬称略）

基準点測量 株式会社協進測量設計

8．土層及び土器の色調観察には農林水産省農林水産技術会議監修の「新版標準土色帖」を参考にした。

9．遺跡の調査成果は、平成13年度分の岩手県埋蔵文化財発掘調査略報に公表したが、本書の内容が優先

するものである。

10.野外調査においては、石烏谷町教育委員会をはじめ多くの地元の方々に、報告書作成においては、多賀

城市埋蔵文化財調査センターの石川俊英氏、東北歴史博物館の白崎恵介氏にご協力をいただいた。

11.本遺跡から出土した遺物及び調査にかかわる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管してある。
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I 調査にいたる経過

稲荷遺跡は、ほ場整備事業(担い手育成区画整理型)八重畑地区の実施に伴い、その事業区域内に存するこ

とから発掘調査を実施することになったものである。

本事業は、石鳥谷町南東部に位置し平成9年度より進められている、区画整理面積369haを行う事業であ

り、大区画1haを造成し大型機械による低コスト農業を目指すことはもとより、農地流動化を図り担い手農

家を育成し、地域全体として高生産性農業と安定経営を目的としている。

（花巻地方振興局花巻農村整備事務所）

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 ．遣跡の位置

稲荷遺跡の所在する石鳥谷町は、岩手県のほぼ中央部に位置し、北は紫波郡紫波町、東は稗貫郡大迫町、

南は花巻市・稗貫郡東和町、西は岩手郡雫石町の1市4町に接している。東西約49.5km、南北約17.5km、

総面積118.57km2の人口1万6千5百人（平成12年）を有する町である。遺跡は第2図に示すようにJR東北

本線花巻空港駅の西側約3km，石烏谷町八重畑に所在し、北上川左岸の河岸段丘上に立地している。国土

地理院発行の2万5千分の地形図「石烏谷」NJ-54-13-16-1 (盛岡16号-1)の図幅に含まれ、北緯39度26

分5秒、東経141度10分付近にあたる。標高は約80mで、現況は水田及び畑地である。

中世には地方豪族である稗貫氏の領地であり、今でも稗貫氏縁の家臣の名が地名として数多く残っている。

また、北上盆地の肥沃な穀倉地帯でとれる良質な米と水に恵まれ酒造りが古くから盛んで近世には南部藩の

宿場町として栄えた。昭和30年に石烏谷町、八幡村、新堀村、八重畑村の1町3村が合併し現在の石烏谷町

となっている。酒造業が町の重要な産業であり、岩手の酒どころ、南部社氏発祥の里として知られている。

主要交通機関としては、町の中央部をJR東北本線、国道4号線が通り、南流する北上川を挟んで、東側

にはJR東北新幹線が縦断している。

2．遺跡周辺の地形と地質

石鳥谷町は、岩手郡岩手町に源を発する北上川(249km)が、支流の稗貫川、添市川、葛丸川、耳取川、

滝沢川と合流して町の東側を蛇行しながら南流し、段丘や谷底平野を形成している。西側に連なる奥羽脊梁

山脈と東側に広がる北上山系に挟まれた北上盆地の中央部に位置し、北西側に「南部方富士」と呼ばれる成

層火山の岩手山、東側には北上山系最高峰の早池峰山が山稜を望ませている。北上川の右岸では奥羽脊梁山

脈に源を発する勾配の急な河川により扇状地の大地が発達している。これに対して左岸では、北上山系に源

を発する河川により山地に続く丘陵縁辺部に小規模な段丘と沖積地が比較的広範囲に見られるにすぎない。

本遺跡の存在する八重畑地区は稗貫川、添市川に挟まれた北上川が西に張り出した左岸の段丘上に立地して

いる。第3図地形区分図によると、本遺跡の西部に北上川の旧河道跡が見られる。調査した範囲の地形は、

中央部が丘状で南北に傾斜しており、旧北上川の影響を受けているものと思われる。

地質は西側の奥羽脊梁山脈東縁部分は、新第三紀のグリーン・タブによる安山岩・流紋岩が砂岩・頁岩を

－3－
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伴い分布するほか、更新世や第四紀の岩盤層が分布する。東側の北上山系の西縁丘陵地帯では古生層・花崗

岩類・蛇紋岩・安山岩・鮮新世の砂岩・頁岩等を基盤とする山地や丘陵が入り組んでいる。

3．遣跡の基本層序

今回調査した地域は、中央部が丘状で南北に傾斜した地形となっており、水田、畑地は耕作の影響を受け

ていることなどから基本層序は一様には確認できない。以下は耕作等の影響をあまり受けていない調査区東

側3B-3区で観察された層序である。遺構検出面は、調査区北側はⅣ層上部、南側は耕作による削平のた

めⅣ層下部である。

I層: 10YR2/2黒褐色シルト。粘性弱く、 しまりやや強い。現在の表土層で畑地の耕作土である。層

厚は30cnl程である。

Ⅱ層: 10YR2/1黒色シルト。粘性やや弱く、 しまりやや強い。耕作土で、層厚は13～14crnである。

Ⅲ層: 10YR2/2黒褐色粘質シルト。粘性やや強く、 しまりやや強い。 I層より黒色が強く、層厚は

11cnlである。

Ⅳ層: 10YR2/3～3/3暗褐色シルト。粘性やや弱く、 しまりやや強い。遺構検出面で層厚は8～10cm

である。

V層:10YR4/4褐色シルト。粘性やや弱く、 しまりやや強い。層厚は19～21cmである。

Ⅵ層:10YR3/4暗褐色シルト。粘性やや弱く、 しまりやや強い。層厚は3.5cmである。

Ⅶ層:10YR4/4褐色シルト。粘性はなく、 しまりやや弱い。砂質層で上層より黄色が弱い。層厚は

8cmである。

Ⅷ層:10YR3/4暗褐色シルト。粘性、 しまり共やや弱い。層厚は4cnlである。

Ⅸ層: 10YR4/4褐色粘質士。粘性強く、 しまりやや強い。層厚は8cmである。

X層:10YR5/4にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱く、 しまりやや強い。層厚は7cmである。

Ⅲ層:10YR4/4褐色粘質士。粘性強く、 しまりやや強い。層厚は3cnlである。

Ⅲ層:10YR3/4～4/4にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱く、 しまりやや強い。厚さは34～37cmである。

Ⅷ層:10YR3/4～4/4にぶい黄褐色士。砂礫層。

4．周辺の遺跡

岩手県教育委員会のまとめによると、平成11年1月現在で県内には約10,800ヶ所の遺跡が確認されてい

る。そのうち石鳥谷町内には187ケ所の遺跡が、また、第4図の南に位置する花巻市では280ケ所の遺跡が

登録されている。本遺跡が所在する八重畑地区を中心とするその近隣地区には、本遺跡とほぼ時代を同じく

する遺跡（古代の遺跡）が103ヶ所確認されており、その遺跡の大部分は北上川及びその支流の河川が形成

した段丘縁や低地に立地している。

石鳥谷町内で発掘調査された遺跡は、昭和40年代半ばまでは、五大堂長沢遺跡（縄文晩期、 1949年)、大

瀬川田屋遺跡（縄文中期、 1968年）が発掘された程度で、発掘事例の少ない地域であった。しかし、東北

新幹線建設に伴う高畠遺跡（縄文中期、 1974年)、大明神遺跡（弥生・平安時代、 1974年)、大曲遺跡（平

安時代、 1974年)、幅遺跡（1974年)、東北縦貫自動車道建設に伴う大地渡遺跡（縄文中期・平安時代、

1974年)、大瀬川A遺跡（縄文中期・平安時代、 1974年)、大瀬川B遺跡（中世、 1973年)、大瀬川C遺跡

(中世館跡、 1974年)、野田遺跡（1973年)、上台遺跡（平安時代、 1974年)、河川改修に伴う五大堂安堵屋
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敷遣跡（縄文晩期、 1980年)、アイスアリーナ建設に伴う白幡林遺跡（縄文・平安・近世、 1994年)、国道

4号石鳥谷バイパス関連事業及び、農道整備事業に伴う小森林館跡（縄文・平安・中世、 1982． 1997年）

など発掘調査が進み、縄文時代から中世にかけての歴史が明らかになってきた。今年度は本遺跡の他、同町

内では島岡Ⅱ遺跡の発掘調査も行われ、平安時代の住居跡、近世の水路跡を確認している。

＜参考・引用文献＞

石鳥谷町教育委員会「石鳥谷町史上巻」石鳥谷町

石鳥谷町教育委員会「石鳥谷町史下巻」石鳥谷町

岩手県（1971） 「北上山系開発地域土地分類基本調査花巻」

（財）岩手県埋蔵文化財センター（1984） ： 「小森林館跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第73集

（財）岩手県埋蔵文化財センター（1984） ： 「安堵屋敷遺跡発掘調査報告書」埋文調査報告書第74集

（財）岩手県埋蔵文化財センター(1997) : 「小森林館跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第280集

稗貫氏探訪八00年記念実行委員会（平成7年） ｢稗貫氏探訪」稗貫氏八百年顕彰記念誌
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第1表周辺の遺跡一覧
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恥． 遺跡名 種 別 時代等／備考

1 長善寺Ⅱ 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器、須恵器

2 島 集 落 跡 平安／土師器、須恵器

3 沼 の 欠 散 布 地 平安／土師器、須恵器

4 上和町 I 散 布 地 縄文・古代／縄文(後期)、土師器、須恵器

5 上沢田 I 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器

6 上沢田 Ⅱ 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器

7 白幡林古墳 古 墳 古墳／古墳

8 北向古墳群 古 墳 群 古墳／

9 八 日 市 散 布 地 縄文・古代／縄文(後期)、土師器、須恵器

10 光林寺館 城館跡・散布地 縄文・古代・中世／縄文(後期)、土師器、須恵器、堀

11 大興寺 I 散 布 地 古代／須恵器
12 大興寺 Ⅱ 散 布 地 古代／土師器口縁部

13 塚 原 集 落 跡 縄文・古代／縄文土器、土師器、須恵器、住居跡

14 内 御 堂 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器

15 宇 洞 散 布 地 縄文・古代／縄文(中期)、土師器、須恵器

16 保 沢 川 散 布 地 平安／土師器、須恵器

17 久 保 I 散 布 地 平安／土師器、須恵器

18 久 保 Ⅱ 散 布 地 平安／土師器、須恵器

19 久 保 Ⅲ 散 布 地 平安／土師器、須恵器

20 明
一

戸 I 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器、須恵器
21 明

一

戸 Ⅱ 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
22 明

一

戸 Ⅲ 散 布 地 平安／土師器

23 明
一

P Ⅳ 散 布 地 平安／土師器、須恵器
24 番 屋 散 布 地 古代／土師器
25 島 岡 I 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
26 島 岡 Ⅱ 散 布 地 平安・近世／土師器、須恵器、水路跡
27 種 森 散 布 地 平安／土師器、須恵器
28 幅 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器
29 幅 欠 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器
30 野沢川 I 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器
31 野沢川 Ⅱ 散 布 地 縄文・平安／縄文(後期・晩期)、土師器、須恵器
32 百 目 木 散 布 地 縄文・平安／縄文(後期)、土師器
33 大 曲 散 布 地 平安／土師器、須恵器

34 上 野 々 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器
35 上十日市 散 布 地 平安／土師器
36 志 登 計 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
37

一

戸 塚蟹沢 散 布 地 縄文・古代／縄文土器(晩期)、土師器
38 硯 石 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、須恵器
39 長 石 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器
40 滝田笹原 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器、石器
41 蟹 沢 I 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
42

一

戸 塚笹原 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
43 蒲 沢 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
44 端 館 散布地・城館跡 平安・中世／土師器、須恵器
45 下十日市古墳群 古 墳 群 古墳／古墳
46 塚の森 I 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器
47 塚の森Ⅱ 散 布 地 平安／土師器
48 セツ森古墳群 散布地・古墳群 縄文・古墳／縄文土器、古墳、土師器
49 セ ツ 森 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
50 貝の淵 I 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
51 猪 鼻 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器
52 猪 鼻 Ⅱ 散 布 地 古代／須恵器
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恥 遺跡名 種 別 時代等／備考
53 下 館 Ⅱ 散 布 地 古代／土師器

54 関 口 散 布 地 古代／土師器

55 関 口 散 布 地 古代／土師器、須恵器

56 滝田歳の神 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器

57 大川原館 散布地・城館跡 縄文・古代／縄文土器、土塁、堀

58 曲 谷 地 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器

59 見 山 散 布 地 古墳縄文・古墳／縄文土器

60 見山古墳群 古 墳 群 古墳／古墳

61 反 町 古墳群・祭祀跡 縄文・古墳／縄文土器、古墳、住居跡

62 滝田硯石 散 布 地 平安／土師器

63 稲 荷 集 落 跡 縄文・古代／縄文土器、土師器、須恵器、刀子、鉄津

64 荒 野 散 布 地 古代／土師器

65 宿 集 落 跡 縄文・古代／縄文土器、土師器

66 蛇 蝿 蛆 散 布 地 平安／土師器

67 沢 流 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器

68 安堵屋敷 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器

69 佐渡川古墳群 古 墳 群 古墳／円墳、土師器

70 宮野目方八丁 城 館 跡 平安／住居跡、土師器、須恵器、鉄器、堀

71 上 ノ 山 散 布 地 縄文・古代／縄文土器

72 上 ノ 山 城館跡・散布地 古代～中世／堀、縄文(前・中期)、石器、土師器、須恵器

73 源 明 I 散 布 地 平安／須恵器

74 源 明 Ⅱ 散 布 地 古代／土師器

75 葛 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器

76 ME16-1069 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器、須恵器

77 十 三 塚 祭 祀 跡 ／塚、古銭

78 岳
一

一

一 散 布 地 古代／土師器

79 石 持 I 散 布 地 古代／土師器

80 石 持 Ⅱ 散 布 地 古代／土師器

81 馬 立 I 散 布 地 平安／土師器

82 馬 立 Ⅱ 散 布 地 平安／土師器

83 田力中野 散 布 地 縄文・平安／縄文土器、土師器

84 添市古墳群 古 墳 群 古墳

85 東 野 袋 散 布 地 古代／土師器

86 庫 理 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、土師器

87 矢沢古堂 集 落 跡 古代／土師器、須恵器、鉄製品

88 上 幅 集 落 跡 縄文・古代／石器、縄文土器、竪穴住居

89 下 幅 散 布 地 古代・平安／土師器、竪穴住居、須恵器

90 ME27-0221 散 布 地 古代／土師器・須恵器

91 矢沢八幡 集落跡・城館跡 平安・近世／竪穴住居、掘立柱跡、土師器、須恵器、古銭

92 経 塚 森 経 塚 古代／土師器、塚

93 寺 場 集 落 跡 古代／竪穴住居跡、土師器、須恵器

94 ME16-2364 古代／土師器

95 似 内 集 落 跡 古代／土師器、須恵器

96 上 似 内 散 布 地 古代／土師器、須恵器

97 ME26-0233 散 布 地 古代／土師器

98 下 似 内 散 布 地 古代／土師器、須恵器

99 下 東 散 布 地 古代／土師器、須恵器

100 胡四王山館 城 館 跡 平安／縄文土器、土師器、須恵器、空濠

101 槻ノ木Ⅲ 散 布 地 縄文・古代／縄文土器、石器、土師器、須恵器

102 高 松 Ⅱ 散 布 地 縄文・弥生・平安／縄文土器(晩期)、弥生土器、土師器

103 堰 袋 Ⅱ 散 布 地 古代／土師器、須恵器、土錘



第4図周辺の遺跡分布図
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Ⅲ調査方法と室内整理

1 ．野外調査の方法

（1）グリットの設定

グリットの設定にあたっては､平面直角座標の第X系のY=28,710,000線上に載る基準点1 ．2を設定し、

この2点間を見通す直線と基準点を通り、 これに直行する直線を座標の基軸線とした。基軸点1を原点とし

て一辺25mの大グリットを設定した。このグリットの北西端を基準として南北方向の北からI 。Ⅱ。

Ⅲ｡…6･の番号を付し、東西方向の西からA・B・C･･…･アルファベットを付した。さらに大グリットを

25等分した5mメッシュの小グリットに区割りし、大グリットはIA，小グリットはIAlaというように

呼称した。

基準点1 (HAle) X=-62,670.000 Y=28,710.000 H=79.082

基準点2 (mA4e) X=-62,710.000 Y=28,710.000 H=78.965

補点1 (HBlb) X=-62,670.000 Y=28,720.000 H=79.216

補点2 (HA4e) X=-62,685.000 Y=28,710.000 H=79.270

補点3 (nB4b) x=-62,685.000 Y=28,720.000 H=79.327

補点4 (mB4b) x=-62,710.000 Y=28,720.000 H=78.934

（2）粗掘りと遺構検出

検出面の深さと層序の確認のため調査区に5ヶ所のトレンチを設定し、土層・遺物の出土状況・検出面を

確認し、重機による粗掘りを行った後、鋤簾・両刃鎌を用いて遺構検出を行った。

（3）遺構の精査と実測

検出された遺構は、竪穴住居跡は4分法、土坑類については2分法で精査し、必要に応じて使い分けた。

遺構の平面図および調査区は、遣り方測量と平板測量を用いて行った。実測図は竪穴住居跡、士坑類は1/20、

竪穴住居内のカマド施設は1/10、それ以外は1/40で適宜作成した。

（4）写真撮影について

写真撮影は35rnm判カメラ2台（モノクロ、カラー・リバーサル）を使用し、適宜調査前の調査区、遺構

の完掘状況、遺構の断面、遺構の埋土状況等の撮影を行った。

（5）遺物の取り上げについて

遺構内の出土遺物については、埋土、床面に分けて取り上げた。遺構外出土遺物については、一部を除き

一括して取り上げた。

（6）遺構の命名

検出された遺構の命名については、種別毎に野外調査中の精査順に通し番号で1号竪穴住居跡2号竪穴

住居跡等と付している。

（7）広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙活動の一環として平成13年7月26日に調査成果を公開する現地説明会を開催し

ている。

2．室内整理の方法

（1）作業手順
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室内整理は、遺物の水洗、出土地点を注記することから始め、遺物の仕分け、接合・復元、拓本作成、写

真撮影、実測、遺物実測図のトレースの順に行った。遺構の実測図については点検・合成の後にトレースを

行い、図版・写真図版の作成を順次進めた。

（2）遺構

遺構配置図は、発掘調査時に作成した実測図を基に1/200の縮尺図を作成し、 1/400で掲載している。

各遺構図版の縮尺は、規模により1/20， 1/30， 1/40， 1/60を用いそれぞれにスケールを付している。

（3）遺物

遺物図版については、概ね住居跡毎に床面、埋土の順に掲載している。掲載遺物の実測図は土器が1/3，

石器2/3、鉄製品l/2， を原則とし、図版ごとにスケールを付してある。写真図版については土器l/3、石器

2/3，鉄製品は1/3を原則としているが、それぞれに異なっているものもあり、その際には個々に縮尺を明記

している。

（4）凡例

土器はP、石はSで図示し、土器の調整技法及びスクリントーン等の表現は以下に示すとおりである。

．司十.＝
ユーノ,ノ

’

写

＝三二二 首

ヘラミガキ

黒色処理

雲ハケメ

I

一
一
ノ

＋
ノ

ー
フヘ

2/3以上残在 ヘラケズリ

側

l/2残在

木炭 焼土 火山灰

菫菫J雲蕊雲識蕊
炭混焼士 掘り過ぎ

蕊≦ |溌騨

1/3以下残在
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第6図遺構配置図
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Ⅳ調査結果

1 ．調査の概要

今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡4棟（奈良時代1棟、平安時代3棟)、士坑2基、陥し穴状遺

構1基である。

出土遺物は、縄文土器、土師器、須恵器片、石器、鉄津、刀子である。

2．検出された遺構と出土遺物

（1 ） 1号竪穴住居跡（第7～11図、写真図版2 ． 3･7･8図）

＜位置・検出状況> nA5eグリットにおいて、Ⅲ層を除去したⅣ層上面で方形のプランを検出した。

＜平面形・規模＞規模は長軸5.24m，短軸4.91mで、平面形は歪みのある隅丸方形を呈している。

＜埋士＞ 15層に大別される。上層は黒褐色土主体、下層は暗褐色土の含有が多い。同じ層でも南北側と東

西側では混入物の割合に若干の違いが見られる。堆積の状況は自然堆積である。

＜壁・床＞床面から急傾斜で立ち上がっている。壁高は東壁20cm、西壁18cm，南壁6cm，北壁21cmで

ある。南壁は削平されている。

床はほぼ平坦である。南壁側を除く床面には、壁に沿うように．の字状の貼り床が施されている。幅は北

壁側で約1rn，東壁側で1.70m、西壁側では1.20m、深さは10cm程である。粘性のやや強い10YR2/1黒色

シルトと10YR4/4褐色シルトの混合土である。

＜土坑＞貼り床の精査中に、カマド右脇の床面に薄い黒色のプランとして検出した。規模は長軸70cm，

短軸64cm、深さ36cmである。埋土は6層に細分され、黒褐色を主体とした自然堆積の様相を呈している。

土坑内から土器を出土している。

＜カマド＞東壁の中央部より南寄りに位置する。袖部は左側で長さ65cm、幅16cm、右側が長さ61cm、

幅15cnlを呈する。右袖部は途中破損しており、残存はあまり良くない。燃焼部は径65×45crnの楕円形で、

中央には支脚として使われていた土師器の甕が伏せた状態で出土している。煙道は長さ1.6m、幅30cm、底

面は平坦で緩やかに傾斜し、煙出し部へ続く。煙出し部は45×41cm，深さ30cmの規模で、ほぼ円形を呈

する。

＜出土遺物＞住居内遺構及び埋土中から土師器の坏（1～3)、甕（4～8)、鉢（9）、鉄製品（12)、鉄

津（13～15)、土製品、縄文土器（10． 11)が出土した。破片は接合等によって器種の分かるもののみ掲載

している。不掲載のものの中にはカマド及び埋土中から縄文晩期の土器片、両面に黒色処理とミガキの施さ

れている小型甕と思われる土師器片、土製品等がある。坏は内面のみ黒色処理されているものと、内面外面

共に黒色処理されているものがある。 2と3のへラミガキ調整は放射状に施されている。甕は小型のものは

ロクロ使用、長胴のものはロクロ未使用である。 4はカマド燃焼部から出土した支脚として用いられていた

ものである。胴部は底部より緩やかに内湾し、胴部上部に最大径を持つ。口縁部は短く、体部からゆるやか

に外傾し口唇部は斜めに立ち上がる。底部にはへうによる再調整が施されている。 5の長胴甕は、胴部がゆ

るやかに内湾し体部中央に最大径を持ち、 口縁部は胴部より外傾し、 口唇部付近にわずかに膨らみをもつ。

また、 口唇部中央に窪みが見られる。ふきこぼれと思われる炭化物の付着がある。 6は体部中央部に最大径

をもち、頸部は胴部上部から直に立ち上がり、 口縁部はそこからやや外反する。 7は胴部がゆるやかに内湾

している。 6 ． 7は共に土坑から出土しており、胎土、調整が類似していることから同一の甕の可能性が強

-13-
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粘性弱しまりやや弱 10YR4/4褐色シル1号住居ベルト 8. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱l0YR4/4褐色シル
l. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまり強現代の耕作土 トわずかに含む上部褐色ブロック含む
2． 7．5YR3/2黒褐色シルト粘性弱しやりやや弱 9． 10YR2/2黒褐色シルト 6， 8層の混合土
3. 10YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱酸化鉄及び黄褐 10． 10YR2/1黒色シルト粘性弱しまりやや強暗褐色シルト含む

色砂質シルト含む 11. 10YR3/4暗褐色シルト粘性弱しまりやや弱12層と似ているが
4.7.5YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや強黄褐色砂質シル 10YR2/1黒色シルトの含有が12層より多く、 20％含む

卜3層より多く含む 12. 10YR3/4暗褐色シルト粘性弱しまり強壁面の崩落土黒色土
5. 10YR3/3暗褐色粘質シルト しまりやや強酸化鉄含む をシミ状に含む
6.7.5YR3/1黒褐色シルトと10YR4/4褐色シルトの混合土ともに粘 13． 10YR2/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱

性弱 14． 10YR1.7/1黒色シルト粘性弱しまりやや弱暗褐色土がまばら
7. 10YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱黄褐色シルト含 に混じる

む 15. 10YR4/3にぷい黄褐色シルト粘性やや強焼土及び炭化物を含む
3層との境界から土器片が出土

第7図 1号竪穴住居跡(1)

いが、接合面がなく断定できないので別物として扱った。 8は体部、 口縁部共ゆるやかなに内湾し、 口唇部

に膨らみを持ち、最大径を胴部やや上部と口唇部に持つ。 9の鉢は、胴部外面には叩き目痕が見られる。胴

部は内湾し、頸部に段を有し、 口縁部は外傾し口唇部にかけて膨らみを持ち、 口唇部中央はわずかに窪んで

いる。外面体部上部にススの付着が見られる。 10． 11は流れ込みの縄文土器で、文様から後期から晩期に

属するものである。 12の刀子と13～15の鉄津は、埋土下層からまとまって出土している。鉄津は4点出土

しているが1点は掲載をしていない。また、細片のため掲載していないが、中央に穿孔を持つ土製品1点が

出土している。残存部は半円形で紡錘車に似てはいるが、小型であるため用途等については不明である。
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17. 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土ブロッ
クわずかに含む

18. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱
19． 10YR2/1黒色シルト粘性弱しまり強褐色土含む
20. 10YR3/1～3/2黒褐色シルト粘性弱しまり強
21. 10YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱
22. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱焼土ブロック3％

含む
23.5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性やや弱しまりやや弱
24. 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや弱しまり弱焼土ブロック含

む

25. 7.5YR3/4暗褐色シルト粘性やや弱しまり弱褐色シルト及び
焼土ブロック含む

26． 10YR4/4褐色シルト粘性なししまり強
27． 5YR3/2暗赤褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土ブロ

ック含む
28. 7.5YR2/3極暗褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土含む
29. 10YR3/3暗褐色シルト粘性弱しまりやや強焼土わずかに含

む

30. 10YR3/3～2/3暗褐色から黒褐色シルトの混合土粘性やや弱
しまりやや弱焼土含む

31． 5YR3/6暗赤褐色焼土粘性なし しまりやや弱砂土含む
32. 5YR4/6赤褐色焼土粘性やや弱しまりやや強
33. 7.5YR3/2黒褐色粘質土粘性強しまりやや弱焼土ブロック多

量に含む
34. 7.5YR3/2黒褐色シルト粘性強しまりやや弱大きめの焼土ブ

ロックを全体に含む
35. 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土ブロッ

クわずかに含む
36. 7.5YR3/2黒褐色シルト粘性やや弱しまり弱焼土を層状に含

む

37. 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱

0 1r'qj

1号住かまど

1. 10YR3/3暗褐色土粘性なししまり強黄褐色土含む
2. 10YR4/3にぶい黄褐色シルト粘性なし しまり強黄褐色土含む
3． 7．5YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまり強
4. 10YR3/3暗褐色粘質シルト粘性やや強しまりやや強黄褐色

土をすじ状に含む
5. 10YR3/3～2/3暗褐色から黒褐色シルト粘性弱しまりやや強

黄褐色土含む
6.7.5YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや強褐色土含む
7. 10YR2/2～2/3黒褐色粘質シルト粘性やや強しまりやや弱

東側に褐色土ブロックわずかに含む
8． 10YR1.7/1黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱
9． 10YR2/1黒色粘質シルト粘性やや強しまりやや弱褐色土及び焼土

ブロックわずかに含む
10. 10YR4/3にぷい黄褐色粘質土粘性強しまり弱褐灰土(黒褐色土？）

わずかに含む
11. 10YR2/2～2/3黒褐色シルト粘性弱しまりやや強焼土ブロック

含む
12． 10YR3/3暗褐色シルト粘性やや弱しまりやや強
13. 10YR4/2～4/3灰黄褐色からにぶい黄褐色シルト粘性なししま

りやや強
14. 10YR3/3暗褐色シルト粘性やや弱しまり強にぶい黄褐色ブロック

含む
15. 7.5YR2/3極暗褐色シルト粘性やや弱しまり強焼土ブロック多壁に

含む
16. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱黄褐色土含む

1号住土坑
1． 10YR2/3黒褐色粘性やや弱しまりやや強10YR4/3にぷい黄褐色

土含む
2. 10YR2/2黒褐色粘性やや弱しまりやや強焼土ブロックわずかに含

む

3． 10YR2/1黒色土粘性やや強しまりやや弱
4. 10YR2/1～2/2黒～黒褐色土粘性やや強しまりやや弱10YR4/4

褐色土含む
5. 10YR2/2～2/3黒褐色土粘性強しまりやや弱2層と同じにぶい黄

褐色土含む
6. 10YR2/2黒褐色土粘性強しまりやや弱焼土ブロック(直径3cm程）

含む 0

黒褐色粘性やや弱しまりやや強10YR4/3にぷい黄褐色
土含む

黒褐色粘性やや弱しまりやや強焼土ブロックわずかに含E
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第8図 1号竪穴住居跡(2)
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第9図 1号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第10図 1号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第11図 1号竪穴住居跡出土遺物(3)

＜時期＞平安時代と思われる。

（2） 2号竪穴住居跡（第12～14図、写真図版3．4．8．9図）

＜位置・検出状況> HA4dグリットに位置する。耕作土を除去したⅢ層下面からⅣ層上面で検出した。

住居の北側1.3m付近にある柱穴状ピットを煙り出し穴と捉え、精査に入った。

＜平面形・規模＞規模は長軸2.91m、短軸2.88mで、平面形は隅丸方形を呈している。

＜埋土＞ 17層に細分され、上部はややグライ化し、下部は黒色シルトを主体とし、ほぼレンズ状の自然堆

積を示している。

＜壁・床＞壁高は東壁と西壁と北壁が15cm，南壁18cmを測る。

床面はほぼ平坦で、カマドが存在する北壁の一部を除き床面には幅40～50cm，深さ10～20cmの．の字

状の貼り床が施してある。貼り床は、暗褐色シルトと黒色粘質土の混合土で床面中央には確認されない。

＜士坑＞規模は開口部で長軸90cm、短軸70cm，深さ約30cmである。平面形は円形に近い楕円形を呈し

ている。カマドの西脇に位置し、北西側の壁から掘り下げられていた。土師器の甕がほぼ完形の状態で出土

している。

＜カマド＞カマドは住居の北壁のやや西寄りに位置する。袖部は地山を削り出して構築されている。右袖

部は燃焼部を囲むように屈曲している。燃焼部は径60cmの規模で中央が約10cm掘り下げられている。西側

のカマドの袖部上方から礫が2点検出されており、芯材として利用されていたと思われる。煙道部は削平の

ため全様は把握できず、住居の北壁から40cmのところに北側へ1.10m延びる煙道を確認しただけである。

煙道先端部には煙出し穴と思われる半楕円形を呈した部分を確認した。最深部は、煙道にあり深さは22cnl

である。

＜出土遺物＞土坑、埋士中及びカマド崩落土中から土師器の坏（16)、甕（17～20)、多量の土師器片、

数点の縄文土器片が、床面からは礫が出土している。坏はロクロ使用の土師器で、体部は底部より内湾し立

ち上がる。 17．18は土師器のロクロ未使用の小型の甕である。 17は胴部がゆるやかに内湾し、胴部上部に

最大径を持つ。頸部にはわずかな段を持ち、 口縁部は内湾し底部には木葉痕が見られる。内面には口縁部か

ら体部上部の一部にかけてススの付着が観察されている。 18の頸部は直に立ち上がり、 口縁部は外反し、器

体の最大径は口縁部にある。内面、外面共にわずかながらススの付着が見られる。 19の長胴甕は、底部に木

葉痕が見られ、胴部内面に横位、外面に縦位のハケメ、 口縁部にはそれぞれヨコナデによる調整が施されて

－18－
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一章 す
2号住

1. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱

2． 10YR4/4褐色シルトと10YR2/2黒褐色シルトの混合土2． 10YR4/4褐色シルトと10YR2/2黒褐色シルトの混合土粘性弱しまりかなり強下層に焼土含む

3.2.5Y4/6オリーブ褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱軽いグライ化酸化鉄シミ状に含む

4.2.5Y5/3黄褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱軽いグライ化酸化鉄をブロック状及びシミ状に3％含む

5． 2.5Y4/6オリーブ褐色シルト粘性弱しまりやや弱

6. 10YR3/2黒褐色シルト しまりやや弱粘性弱木炭及び礫を含む

7. 10YR2/1～2/2黒色から黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱2層をブロック状に含む

8． 10YR3/4暗褐色シルト しまりやや弱粘性やや弱10YR3/3暗褐色土含む

9. 10YR1.7/1黒色粘質シルト しまり強粘性やや強中央に焼土の小ブロック含む

10. 10YR1.7/1黒色粘質土粘性強しまりやや弱

11. 10YR2/1黒色シルト しまり強粘性弱焼土ブロック含む

12. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱

13. 10YR2/1黒色シルト粘性弱しまりやや弱

14. 10YR2/2～2/3黒褐色土シルト粘性弱しまりやや弱褐色土含む

第12図 2号竪穴住居跡(1)
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豆撞幽坦Ｋ翻巾因園望祇

隈４４９冊今Ｊ饗鑿巽圭会八③嘩瓶ｓ喝里、守塵浄日・弓泡仙、詠口稲

ね圭会入釦哩醗里函幽湯日腰・拙今無起巽Ｈ甑巽紐畦ご因塵ショ・爲

仙心詠ロ狛判選誤ｆｆｇ拙今無謹巽判紅巽翅鯉畦里函塵浄叩ド・認ね仙知

悪ｇ拙今隈起巽判選紐嘩僧①守塵浄哩園・爵判紐理僧の守塵シ唄腰ｆｆｇ拙今穏起巽判趣襲釦哩畦こめ函浄冒・曾

悪ｆｆｇ拙今悪ｆｆ起巽ニミハ翅嘩堅守お“湯冒・馬泡伽里長や

ね佃里得心詠口媚判選隈４４９拙今隈謹巽圭ミハ翅嘩聖電、“津冒・曽

長や鼻Ｈ選隈４４ｓ拙き隅ｆ４超巽一会八咽鯉塑寸為餡浄冒・潟ね仙里長や鼻

ね仙判選悪ｇ拙今無起巽Ｈ釦哩偕雷ミ嗣塵挿叩・用週畏・判選隅４４９冊△濡辛４超巽壬会八釦嘩塑寸お“浄叩ド・昌

誤ｆｆｇ柵Ｑ今興起巽判選釦嘩僧望守ｌの守幽湯哩函・副ね仙里長や鼻判鑿穏９冊今悪起巽壬会八咽駆塑寸お醒浄旨・曾

無ｆｆｇ拙今隈起巽判選釦嘩僧客電ｍ幽浄哩函・爵腰４４ｓ拙身眠今今起巽一会八咽喋四畳釦哩畦ご函Ｉごｍ餡浄冒・臼

隈ｆｆｇ柵Ｊ腰起巽圭会Ａ組哩堀ｓ埼里ご叩餡浄冒・爵ね佃

隈４４９拙今今興起巽圭ミハ切嘩柧嵐里寸塵涕日・扇里調謹判選誤４４９拙今悪ｆｆ起巽エミハ咽鯉喋里函函湯冒・副

隈４４ね佃判 ｇ粥ｇ隈起巽圭会八咽哩鯉小径砠哩瓶二埼里のおｌ廻守塵浄日・房翅哩埋めお幽浄日悪ｆｆｇ拙今無鑿巽Ｈ趣巽咽嘩塑寸扇塵ショ・田

ねね仙 仙里長や鼻Ｈ選隅ｆｆｇ拙今隅起巽一会Ａｕ哩暁ミ蜘函湯冒・爵判⑩哩眺隈ｆｆｓ拙今隅４４超巽エミハ翅鯉僧容①茜塵浄ｍ・閏

包泡仙、詠 伽里咽剰Ｈ選穏ｆｆｇ拙身漂起異Ｈ趣認紐鯉僧聖のお“津叩・閏ロ稲判咽哩湧・柵今湧ｆｆ起巽ユミハ瓢巽咽鯉塑望め“衿冒．。

再佃、訟口稲無阜拙今無今争起巽ニミハ翅畦【尉函衿冒・冒

判選無４４ｓ拙△誤ｆｆ起巽圭会八瓢襲紐哩塑騨電函幽浄ｍド・局泡佃

眠ｆｆｇ拙今隅起巽圭会八組哩楓ｓ埼里、守塵浄自・周Ｈ翅哩暁無９冊ｇ誤紗今起巽圭会八組嘩狐ｓ鴇埋め守餡シヨふ

れ伽ね佃丹組 型長や鼻Ｈ逮腰ｆｆｇ拙今今興起巽圭会八組嘩塵ミの幽浄叩ド・馬鯉躯ｓ埼里懇ｇ拙』無４４超巽圭ミハ趣巽咽嘩喋里ｍ餡衿自め

額４４９冊△隈起巽判選咽理鴨①守幽湯喝函・蔚泡佃Ｈ切嘩喋悪ｆｆ起巽釦駆稲ｌ「一楡酌守浄哩函・ト

急佃訳弓ね佃訳、里考岬八局函奏心詠ロ衲知趨里翻

心訟口猯判選悪ｆｆｇ粥△今興起巽圭会八翅廻醗【お“浄冒・用やい、二騨隈ｆｆｃ拙今腰辛辛鑿巽エミハ釦窪細めおシ頃因む

無二柵△悪ｆｆ起巽壬会八咽廻聖寺扇幽浄日・目無９冊今腰ｆｆ起巽壬会Ａ組嵐嘩三寸塵シ白山

隈ｆｆｇ柵△腰今紗起巽圭会八組畦更函幽涕日・扇急仙里奏岬八却讃翠錨里やい、

ｓ騨隅ｆｆｇ拙今隅母紗起巽圭会八咽嘩媚！「一楡の守浄いぶ・守

「ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ川村Ⅱ川ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ川旦洵仙、詠口媚判選瀕幻拙今 隈起巽判狛哩ｅ圭会八翅哩喋函両国浄冒却壬ミハ翅哩ミマ“浄冒・ぬ 白。ついｏ１，つ産、〃６１ 額４４９拙今
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第14図 2号竪穴住居跡出土遺物
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いる。また、内面に炭化物、外面にススの付着が見られる。最大径は口縁部にある。 20は球胴気味の甕であ

る。胴部は底部よりわずかに外反して立ち上がりその後内湾する。胴部中央に最大径を持ち、頸部に明瞭な

段を持つ。口縁部は外反し口唇部へ続き、 口唇部中央に窪みを持つ。

＜時期＞出土した遺物から奈良時代と思われる。

（3） 3号竪穴住居跡（第15～17図、写真図版5． 9． 10図）

＜位置・検出状況>mBlbグリットに位置し、Ⅳ層上面で検出した。

＜平面形・規模＞規模は長軸3.03m，短軸2.75mで、平面形は隅丸方形を呈している。

＜埋土＞黒色及び黒褐色シルトを主体とする21層に細分される。堆積はレンズ状の自然堆積を呈している。

7層は十和田a降下火山灰層である。火山灰層は住居南東側から南西側中程まで広がっており、南東側で最

も多く堆積している。また、焼土と炭化材を含む埋土も多く、焼失住居の様相も考えられたが、炭化材は確

認できなかった。焼土は床面で検出した北西側と南西側のみ図面に載せている。

＜壁・床＞壁高は各壁とも約20cmである。床面はほぼ平坦で、貼り床は確認されていない。北西側、南

西側に焼土、炭化材の広がりが見られる。

＜土坑＞規模は開口部長軸71cm、短軸60cm、深さ25cmの円形に近い楕円形を呈している。埋土は黒褐

色を主体とする3層に大別される。

また、床面精査中に黒色の広がりとして柱穴状

のピットを2基(P1、 P2)床面中央やや南寄

りに検出した。埋士はともに1層のみで用途につ

いては不明である。

＜カマド＞カマドは住居の東壁のほぼ中央に設置されている。左袖部は長さ63crn、幅25crn、右袖部が長

さ93cm、幅15cmを測る。左袖部の壁際付近から礫が出土している。両袖とも褐色士に黒褐色土を混ぜたシ

ルト混合士で構築されている。燃焼部は径45×35cmで、層厚5～7cm程の焼土が形成されている。煙道部

は長さ95cm、検出面での幅は25cmである。燃焼部からなだらかに傾斜し、底面は平坦である。煙り出し部

は35cm×26cm、深さ34cmの楕円形の士坑が掘り込まれている。

＜出土遺物＞土坑及び埋土中から土師器の坏（21～30）が出土している。いずれも切り離しは回転糸切

り技法である。 21～29には内面に黒色処理が施されている。外形は底部から内湾し立ち上がるもの（21.

25～27)、やや外反して立ち上がりその後内湾するもの（22～24)、 口縁部が外反するもの（24．25．27)、

外傾するもの（21)、体部より口縁部までそのまま内湾しているもの（22．23．26）がある。 30はロクロ

痕以外の調整を持たず、他の坏より器高が高い。 22と23には『小田』が刻書されている。

＜時期＞出土遺物から平安時代と思われる。

（4） 4号竪穴住居跡（第18～22図、写真図版6 ．10図）

＜位置・検出状況>mBlbグリットに位置し、黒色に広がる方形プランとして検出した。

＜平面形・規模＞規模は長軸5.86m，短軸5.11mの不整長方形を呈する。

＜埋土＞削平のため埋土は薄く、最も厚いところで6cnl程度である。南北の士層を2層、東西の土層を

1層に分けている。

＜壁・床＞削平により壁の残存状況は悪く、壁高は約3～5crnである。床面はほぼ平坦で、堅くしまって

－22－

柱穴NQ Pl P2

開口部(cm) 40×36 41×39

深さ(cm) 4 4
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3号住居ベルト

1. 10YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまり強現代の耕作土
2． 7．5YR2/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱北側中央部に黄

褐色シルト2％含む
3. 10YR3/2黒褐色シルト粘性やや弱並しまりやや強
4. 10YR2/1黒色シルト粘性弱しまり弱
5.7.5YR2/1黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱炭化物混じる
6． 7．5YR2/1黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱火山灰ブロッ

クわずかに含む
7． 7.5YR5/3にぷい褐色火山灰と7.5YR3/1黒褐色シルトの混合土粘

性弱しまりやや弱北側70％、南側30％火山灰黒褐
色土中に炭化物含む

8. 10YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱褐色シルト
ブロック20％含む

9.5YR3/2暗赤褐色シルト粘性強、 しまり弱5YR4/8焼土及び炭
化物25％含む

10. 7.5YR3/2黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱
11. 7.5YR2/1黒色シルト粘性やや弱しまり弱黄褐色ブロック含

む

12. 7.5YR2/1黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土及び炭化
物ブロック含む

13. 7.5YR2/1黒色シルト粘性やや弱しまり弱うすく褐色シルト
含む

14. 10YR2/1黒色シルト粘性やや強しまりやや弱褐色シルトブ
ロック10～15％含む

15. 10YR3/4暗褐色シルト粘性やや弱しまり強褐色土、焼土が
混じる

17. 10YR1.7/l黒色粘質土粘性強しまりやや弱
16． 10YR1.7/1黒色シルト粘性やや弱しまり弱焼土わずかに含む
18． 7．5YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱炭化物含む
19. 10YR2/1黒色シルト粘性弱しまりやや弱
20. 10YR1.7/1黒色シルト粘性やや強しまりやや弱
21. 10YR3/4暗褐色シルト粘性弱しまり強黒褐色シルト2～3

％含む

〃
ｍ
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L=78.900m
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lOYR1､7/1 黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱上部焼土含む
p2
10YR1､7/1 黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱上部焼土混じる(p

lと同じ）
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第15図 3号竪穴住居跡(1)
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3号住かまど

1 7．5YR5/3にぶい礼)色火1 1 1灰
2． 7．5YR3/2照間色シルト粘性やや弱しまりやや糾火l lli火含む
3． lOYR2/2照褐色シルト粘性やや強しまりやや刺

4． lOYR2/3照褐色シルト粘性弱しまりやや強火lll灰ブロック5％
念む

5. 7.5YR3/2!'I,拙色シルトホ,'i性やや14しまりやや強
6 1()YR3/3～3/2},1,拙仏シルト粘性やや洲しまりやや強焼上及乙

糊色上を含む

7． lOYR2/l j‘l‘(色シルト粘性やや強しまりやや刺
&10YR1 .7/1 ,I &|､｛色シル|、粘性ややりiiしまりやや剥焼｜ :わずか｛

含む
9． lOYR3/l照掲色シルト粘性弱しまり強にぶいj崎褐色土わずかに

含む
10． lOYR2/l無色シルト粘性やや強しまりやや刺褐色|:ブロック含

む

11． lOYR3/l黒糊色シルト岬i性やや強しまりやや刺

2. 7.5YR3/2照間色シルト粘性やや弱しまりやや糾火l lli火含む P
3、 lOYR2/2照褐色シルト粘性やや強しまりやや刺

4． lOYR2/3照褐色シルト粘性弱しまりやや強火lll灰ブロック5% 3I;住|坑
禽む 1 7．5YR3/1 黒褐色シルト粘牝やや強しまりやや弱 ’()YR4/3

5. 7.5YR3/2!'I,拙色シルトホ,li性やや14しまりやや強 にぶい髄褐色*lli蘭シルト股びl()YR4/l褐灰｜念む
61()YR3/3～3/2},1,拙仏シルト粘性やや洲しまりやや強焼上及び 2. l()YI<l.7/1 ｣' '1'(色粘質シルト 粘,|'liやや強しまりやや墹

糊色上を含む 3． 7．5YR3/1 黒褐色シルト ネ,li'|ﾉtやや強しまりやや弱焼｜ ﾆブロ
7． lOYR2/l j,1,(色シルト粘性やや強しまりやや刺 ツク含む
&10YR1 .7/1 ,I &|､｛色シル|、粘性ややりiiしまりやや剥焼｜ :わずかに

含む

9． loYR3/l照掲色シルト粘性弱しまり強にぶいj崎褐色土わずかに E-L=79.000m-E'

50cm
12. 10YR2/3照褐色シルト粘性やや強しまりやや弱焼土わずかに含 Y ‘ﾊﾉし』皿

む

13. 10YR3/2 1"1，拙色シルト*,l i'ド|やや強しまりやや判焼｜ き､木炭街む
14． 1()YR2/3 1，1､拙色シルトネ,' i性やや弱しまりやや強焼|息わずかに含

む 24. 7.5YR3/2黒褐色シルト粘』性やや澗しまりやや弱焼土ブロック合
15. 10YR3/1 1，1､拙色シルト粘ﾉlfliやや強しまり強にぶいIIT隅色土含む む
16． 1()YR2/2 !,l､(褐色シルト粘'|'liやや強しまりややリオにぶい此褐色| : 25. 1 ()YR2/3 ｣i 'I'蝸色シルトネ,li↓性やや強しまりやや弱り't褐色t台む

わずかに念む 26. 1()YR3/2 ｣' '鼎褐色シルト粘俳やや強しまりやや弱焼土及び炭化物
17. 10YR2/3黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱焼土ブロック含む わずかに含む
18. 10YR2/1 1,1,蝿色シルト粘性やや弱しまりやや判 27. 1()YR2/l黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土わずかに含む
19. 10YR2/3 j'1､悩色シルト粘性やや弱しまりやや刺焼|:及び炭化物 28. 1()YR2/2螺褐色シルト粘性やや強しまりやや弱焼土含む

含む 29. 1()YR2/l螺色シル|、粘性やや強しまりやや弱
20. 10YR4/3にぶい蛍褐色シルト粘性なししまりやや判 30. 1()YR3/1黒褐色シルト粘性やや強しまり強
21. 10YR3/4砿褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱 31． 7.5YR4/6褐色焼土粘性やや弱しまりやや強
22. 1()YR3/4 1聯褐色シルl、粘｣|fkやや弱しまりやや刺*,li性強の'I .1,潤色 32. 5YR4/8赤褐色焼|茜粘性やや刺しまりやや強

’まばらに混じる 33. 1()YR4/4褐色シルトと1()YR2/2｣' ,1,拙色シルトの混合'二
23． lOYR2/3黒褐色シルトとl()YR3/41崎褐色シルトの混合土粘性や 粘性やや強しまりやや判

や強しまりやや弱下部焼土ブロック含む 34. 1()YR2/3黒褐色シルト粘‘Iﾉ|;やや刺しまりやや強暗褐色'二ブロッ
ク7％含む

第16図 3号竪穴住居跡(2)
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第17図

いる。北壁と西壁から住居の内側にかけて幅

山が露出しているところもあり、壁と同様に

＜土坑・柱穴＞床而精査中に付屈施設と思

開口部長軸80cm、短軸60cm、深さ35cmの

器片が出土している。柱穴状土坑にはいずれ

から住居の内側にかけて幅

3号竪穴住居跡出土遺物

1nl程の黒色土を混ぜた貼り床を確認している。貼り床内に地

ところもあり、壁と同様に削平されている。

床而精査中に付屈施設と思われる上坑を1基柱穴状土坑を13基検出した。士坑の規模は

短軸60cm、深さ35cmの隅丸長方形を呈している。土坑及びP4、 P12からはわずかに土

る°柱穴状土坑にはいずれも柱痕跡は確認されず用途、時期については不明である。

P5

37×29

11

柱穴NO Pl

25×21

16

P2 P3

22×20

17

P4 P6 P7

|川口部(cm) 37×31 50×37 67×65

14

28×28

深さ(cm)
1句

上イ 10 10

－25－



▲
、

①
ノ
ノ

’ 説
-fmB5b

働
Q

C－

。‐
哩
二
〔

-----C'

口

｡と
P8

ィ今

輿，、
、ｊ

Ｊ
の

国

、

"P,,
+mBla

Qv

里呈辿些一一三一一_=髻呈_－－二A′A－ ，2

4号住居ベルト、住居内土坑及びピット
1． 10YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまり強10YR3/4暗褐色シルト～10YR4/4褐色シルト及び焼土含む
2. 10YR2/2黒褐色粘質シルト粘性やや強しまり強 0 2m

L=78.800m C′C－ －

噺
4号住かまど

l.2.5YR4/6赤褐色焼土粘性やや弱しまりやや弱
2. 10YR3/4暗褐色シルトと10YR2/2黒褐色シルトの混合土粘性やや弱しまり強黄褐色砂質士わずかに含む
3． 10YR2/1 黒褐色粘質土粘性強しまり弱
4. 10YR2/1黒褐色シルト粘性やや強しまりやや弱黄褐色ブロックわずかに含む
5. 10YRl.7/1黒色粘質土粘性かなり強しまり弱
6． 10YRl.7/1黒色粘質土粘性かなり強しまりかなり弱
7. 10YR3/4暗褐色砂質シルト粘性弱しまりやや弱黄褐色砂質土わずかに含む

0 1m

信一一一→

第18図 4号竪穴住居跡(1)
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、、マ P2P1

F－－F′E－－R′

p2

1. 10YR2/2黒褐色粘質シルトと10YR4/3にぶい黄褐色シ

ルトの混合士粘性やや強しまりやや強

2. 10YR4/4褐色砂質シルト粘性弱しまりやや弱

3. 10YR2/1～2/2黒～黒褐色シルト粘性やや弱しま

りやや強

pl

l.… 10YR2/2

2. 10YR2/1

黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱

黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱褐

色ブロックわずかに含む

い、、
P3 P4

H一 一一一一.H′G－－－－－－－G'

~~、ゴー画ノ~W- P

p4

1・ 10YR2/1黒色粘質シルト粘性やや強しまりやや弱

p3

l. 10YR2/2黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱(p
2の1層と同じ）

2. 10YR2/2～2/3黒褐色シルト粘性やや弱しまりや

や弱黄褐色砂質土含む

床面から土器出土

、、 、、P5 P6

J－－J′1－－1′

~定プー
2

p5

1. 10YR1.7/1黒色シルト粘性弱しまり強

2. 10YR3/4 暗褐色砂質シルト粘性弱しまりやや弱

p6

1. 10YR2/1黒色粘質シルト粘性やや強しまり強

10YR4/4褐色シルトブロック含む

L=78．800m

0 20cm
ー尋

第19図 4号竪穴住居跡(2)
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陸、、P7 P8

一一一一一K′ L－－L′K－

3

黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱
砂土わずかに含む

褐色砂質シルト粘性なししまり強

黒色シルト粘性やや弱しまり強

暗褐色砂質シルト粘性なし しまり強

2層と似ているが、粒子は粗い

p7

1. 10YR2/2～2/3

p8

1. 10YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまりや

や弱焼土ブロック含む

黒褐色シルト l層に2.5YR4/6赤褐

色の焼土層が太く入る（焼土で分離）

黒色粘質シルト粘性やや強しまり

やや弱

2. 10YR2/2～2/3

3. 10YRl.7/1

2. 10YR4/4

3. 10YR2/1

4． 10YR3/4

、､ ＜P10P9

N－－N′一－－－_M'M－

~

4

p9

1. 10YR3/1黒褐色シルトに5YR4/4にぷい赤褐色の焼土

が混じる粘性強しまりやや弱

2． 10YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱砂土

及び焼土を含む

3. 7.5YR2/3極暗褐色木炭層しまり弱

4． 10YR3/4暗褐色シルト粘性弱しまりやや弱砂土

を含む

plO

1. 10YR2/2

2. 10YR3/4

3. 10YR3/4

黒褐色シルト粘性やや弱

暗褐色シルト粘性やや弱

暗褐色砂質シルト粘性弱

2層より黒い

しまりやや弱

しまりやや弱

しまりやや弱

、、P12P11

、、 －－－－-P'P一
----O'0－

宣

pll 5

1． 10YR4/3にぶい黄褐色シルト粘性弱しまり強焼
土ブロック含む

2. 10YR2/2黒褐色粘質土粘性強しまり強にぶい黄
褐色ブロック多量に含む

3. 10YR3/2黒褐色シルト粘性やや強．しまりやや強
焼土ブロック及び黄褐色土含む

4. 10YR3/3暗褐色シルト粘性やや強しまりやや弱

5.5YR3/6 暗赤褐色焼土粘性やや弱しまりやや弱

pl2

1. 10YRl.7/1

2． 10YR3/1

黒色シルト粘性やや弱しまりやや弱

黒褐色粘質土粘性強しまりやや弱上

部より土器片出土

黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱

10YR4/4褐色シルトブロック含む

黒褐色シルト粘性やや強しまり強

褐色砂質シルト粘性弱しまりやや弱

２
２
４

ノ
ノ
ノ

２
２
４

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｙ
Ｙ
Ｙ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

１
１
１

Ｄ

Ｂ
●

３
４
５

L=78．800，

0 20cm
一ー

第20図 4号竪穴住居跡(3)
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－－－－Q′Q一一一一

零
pl3

1． 10YR3/3暗褐色シルト粘性弱しまりやや弱焼土わずかに含む

2.10YR2/3黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱 10YR4/6褐色土含む

3． 10YR4/3にぷい黄褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱

4． 10YR3/4暗褐色シルトと10YR2/3黒褐色シルト （木炭わずかに含む）の混合土

粘性弱しまりやや弱北側黒褐色土多い

5.10YR4/6褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土ブロック含む

6.10YR3/4暗褐色砂質シルト粘性弱しまりやや弱

7． 10YR3/3暗褐色粘質砂質シルト粘性強しまりやや弱

8.10YR4/4褐色シルト粘性弱しまりやや弱

9． 10YR2/1黒色シルトと10YR3/3暗褐色シルトの混合土粘性やや弱しまり弱
10.10YR4/4褐色シルトと10YR3/1黒褐色シルトの混合土粘性弱しまりやや弱

11.10YR3/4暗褐色砂質シルト粘性なししまりやや弱

12. 10YR3/2黒褐色シルトと2/1黒色シルトの混合土粘性弱しまりやや弱

13. 10YR3/4暗褐色シルト粘性やや弱しまり強

14. 10YR3/3～3/4暗褐色砂質士粘性なししまりやや弱

15． 10YR3/4暗褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱砂土を含む

16. 10YR3/3暗褐色粘質士粘性かなり強しまりやや弱砂土を含む

＜
D－ 一一一一一D′

~了 デ
JJ ①

4号住土坑

1． 10YR3/4暗褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱
2． 10YR3/3暗褐色シルト粘性弱しまりやや弱砂土をわずかに含む

3． 7.5YR3/3暗褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土ブロック(30%)及び木炭
をわずかに含む

4.10YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱焼土ブロック及び木炭を含む
5． 5YR4/4 にぶい赤褐色焼土粘性並しまり強

6． 10YR3/1黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱

7.10YR2/1黒色粘質シルト粘性やや強しまり弱2， 10層の混合土

8． 10YR3/2黒褐色シルト粘性やや弱しまり強炭と焼土を含む
9.10YR1.7/1黒色木炭層

10.10YR2/1黒色粘質土粘性強しまり弱
11. 10YR3/4暗褐色シルト粘性弱しまりやや弱

12.10YR3/3暗褐色粘質土粘性強しまりやや弱

L=78.800m

0 20cm

ー‐

第21図 4号竪穴住居跡(4)
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第22図 4号竪穴住居跡出土遺物

柱穴N() P12

59×47

16

Pl3

85×38

P10 P11P9P8

開口部(cm) 37×34 23×21 56×4534×29

56深さ(cm) | 1l 14 1218

＜カマド＞床面精査時に燃焼部と思われる焼土と住居外の約20cm離れた所に煙り出しと思われる土坑を

検出した。かなり削平されており詳細が不明である。

＜出土遺物> 31は土師器の坏である。 ロクロ未使用で内面にはヘラミガキ後黒色処理を施している。胴部

は底部より内湾し立ち上がり、底部は丸底気味の平底である。 32はロクロ使用の土師器の壺である。器面は

へうミガキ調整である。胴部は底部からやや内湾して立ち上がり、 111而1部上部で強く内湾し頸部へ続いている。

口縁部は頸部からくの字に外反し口唇部に至る。 口唇部は中央にやや窪みを持つ。

＜時期＞出土遺物から平安時代と思われる。

（5）陥し穴状遺構（第23図、写真図版6図）

＜位置・検出状況＞調査区ⅢA4c～5cに位置し、 Ⅲ層下面で検出し2号竪穴住居跡の東側に隣接して

いる。

＜平面形＞平面形は溝状で、断面はV字状を呈している。規模は長軸3.0m，短軸40cm、深さ60cmであ

る。

＜埋士＞黒褐色土を主体とする8層に大別される。下部は粘性が強く、砂質の褐色士を含んでいる。

＜出土遺物＞出土していない。

＜時期＞時期判断の資料を欠き、詳細は不明であるが形状や類例から縄文時代のものと思われる。

（6） 1号土坑（第23図、写真図版6図）

＜位置・検出状況＞調査区ⅢA2d付近に位置し、 Ⅲ層下面で黒色土の円形プランを検出した。

＜平面形・規模＞開口部で長軸1.3m，短軸1.15m、深さ84cmの楕円形を呈している。南側では底面が上

端より入り込んでいる。

＜埋土＞黒褐色土を主体とし、礫を多く含んでいる。 9層と11層は地山の崩落土である。

＜出土遺物＞出土していない。

＜時期＞不明である。
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△ぐ 2号土坑1号士坑

、

A′

－
１
〃

、
１
１

、
ｌ
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｉ

A

A′A－

A- L=79.200m-A'

A- L=78.900m -A'

2号土坑

1． 10YR1.7/1

2. 10YR2/1～2/2

3． 10YR3/1

4． lOYR2/l～2/2

5. 10YR3/1～3/2

6． lOYR2/2～2/3

黒色粘質土粘性強しまり強酸化鉄含む

黒～黒褐色粘質シルト粘性やや強しまり強酸

化鉄含む

黒褐色シルト粘性弱しまり強

黒～黒褐色粘質シルト粘性やや強しまりやや弱

酸化鉄ブロック含む

黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱砂土、酸化

鉄ブロック含む

黒褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱酸化鉄

1号土坑

1． 10YR3/2

2． 10YR5/6

3． 10YR3/2

4． 10YR3/2

5.10YR3/2

6.10YR4/4

7． 10YR4/4

8． 10YR2/2

9． 10YR4/3

10． 10YR2/2

11． lOYR4/3

12． 10YR2/2

黒褐色と5/6黄褐色砂質シルトの混合土粘性やや弱し

まり強礫（直径10～80皿）含む

黄褐色シルト粘性やや強しまり強

礫（直径10～50m）少量含む

黒褐色シルト粘性強しまり強

黒褐色シルト粘性強しまりやや強い土器片､・

礫（直径10～30m)砂質ブロック（直径5cm)微量含む
黒褐色と5/6黄褐色砂質シルトの混合土粘性やや強し

まりやや強礫を多く含む

褐色シルト粘性やや強しまり強

褐色砂質シルト粘性やや強しまり強

黒褐色粘土質シルト粘性強しまりやや強

にぶい黄褐シルト粘性やや強しまり強地山崩落土

黒褐色粘土質シルト粘性強しまりやや強8層と同じ
であるが礫（直径10～30m）少量含む

にぶい黄褐シルト粘性やや強しまり強地山崩落土

黒褐色と10YR4/3にぷい黄褐色粘土質シルト粘性強し

まり強地山ブロックやや多く含む

含む

陥し穴状遺構

＜
A′A

A－ L=78.800m
------A'

10YR3/1黒褐色シルト粘性弱しまりやや強現代の耕作土
10YR2/2黒褐色シルト粘性やや弱しまり強
10YR2/1黒色粘質土粘性強しまりやや弱
10YR2/3黒褐色粘質土粘性強しまりやや強 10YR3/4暗褐色シルト

ブロック10％含む
10YR3/4暗褐色粘質土粘性強しまりやや弱10YR2/2黒褐色粘質土

含む

10YR2/2黒褐色粘質土粘性強しまり弱
10YR2/1黒色シルト粘性やや弱しまり弱l0YR4/4褐色シルトブロ

ック20％及び砂土を含む
10YR2/2黒褐色粘質土粘性かなり強しまり弱中央部より北側に

10YR3/4暗褐色砂質土ブロック15％含む 0

１
２
３
４
５
６
７
８

1m

弓一

第23図士坑・陥し穴状遺構
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第24図遺構外出土遺物

（7） 2号士坑（第23図、写真図版6図）

＜位置・検出状況＞調査区IA5e付近に位置し、Ⅲ層上面で黒色の広がりを検出した。

＜平面形・規模＞規模は開口部で長軸1.33m、短軸92cm、深さ37cmで平面形は楕円形を、断面は椀形を

呈する。

＜埋土＞ 6層に大層され、ほぼレンズ状の自然堆積の様相を呈している。酸化鉄ブロックをやや多く含む。

＜出土遺物＞出土していない。

＜時期＞不明である。

（8）遺構外出土遺物（第24図、写真図版10図）

遺構外出士遺物は、縄文土器と土師器片が大半を占める。須恵器片、未完成の石器も数点出土している。

いずれも遺構検出時や遺構周辺からの出土である。破片で接合できるものがほとんどなかったため、土器に

ついては33～35の3点、石器については1点のみを掲載し、他は不掲載とした。 33は調査区西側中央から

出土した須恵器甕の破片、 34は調査区南東隅から出土した縄文時代晩期の土器、 35は調査区南西隅から出

土した石嫉である。
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Vまとめ

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡4棟、土坑2基、陥し穴状遺構1基である。主な出土遺物は、

土師器、須恵器、石器、金属品、鉄津、縄文土器である。縄文土器は約0.5箱、土師器は約1.5箱ほど出土し

ている。検出された遺構の主体は奈良・平安時代である。

1 ．出土遺物

（1 ）縄文土器

遺構外及び住居内埋土中からの出土である。今回調査し、検出した住居の時期とは明らかに異なるもので

である。陥し穴状遺構の使用時期と同時代のものかどうかは不明である。したがって、器形の分かるものと

大きめの破片の3点のみを掲載し他は不掲載とした。いずれも土器の型式、文様から縄文時代晩期中葉以降

(大洞C2からA式）のものであり、近隣に縄文時代晩期以降の遺跡が存在する可能性をうかがわせるもの

である。

（2）石器

25点出土しているが、完形品は掲載した石鑛1点である。ほどんどが剥片で、用途等詳細については不明

である。遺物の石質は、主に頁岩（奥羽山系）である。

（3）須恵器

遺構外から甕の破片と思われるものが数点出土しているのみである。

（4）土師器

遺物は主に竪穴住居跡から出土している。器種は、坏、甕（小型甕、長胴甕、球胴甕)、鉢である。遺物

の特徴を器種ごとにまとめると以下の通りである｡

なお、出土遺物（坏・甕）の時期の推定には、古代城柵官衛遺跡検討会資料集「東北地方の古代集落第3分

冊」北上盆地北部、北上盆地南部（1998年）を参考とした。

＜坏＞

・調整と器形による分類

I群･･…･ロクロ不使用のもの

A群･…･･内外面ともミガキ、黒色処理が施されているもの …･……･………………･31

Ⅱ群･･･…ロクロ使用のもの（切り離しは全て回転糸切り）

A群｡．…･内外面ともミガキ、黒色処理が施されているもの

a類……底部から胴部の立ち上がりが外反するもの、または段を有するもの………2

B群……内面にミガキ、黒色処理が施されているもの

a類｡．…･底部から胴部の立ち上がりが外反するもの、または段を有するもの

①口縁部がやや外反するもの …･……･………………･27

②口縁部が内湾するもの ………21～23．26．28

③口縁部が外傾するもの

b類……底部から胴部が滑らかに内湾し立ち上がるもの

①口縁部がやや外反するもの ……………………24．25

②口縁部が内湾するもの
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③口縁部が外傾するもの

C群…･･･内外面ともロクロ痕以外の調整を持たないもの

a類･･…･底部から胴部の立ち上がりが外反するものまたは段を有するもの

①口縁部がやや外反するもの ．………･…････…30

②口縁部が内湾するもの

③口縁部が外傾するもの

b類｡．…･底部から胴部が滑らかに内湾し立ち上がるもの

①口縁部がやや外反するもの

②口縁部が内湾するもの

③口縁部が外傾するもの ………･･･…･･…･16

口径1に対する底径比による分類（ロクロ使用のもののみ）

①0.5以上 ②0.4～0.5……3．16．23．25 ③0.4前後……21．22．24．26．27．30

1－A群に属するものは、 4号住居跡P4から出土した31の1点のみである。 Ⅱ一A群に属するものは5

の1点のみ掲載した。底部のへラミガキは、中央から外に放射状に広がる。他に数点出土しているが全て破

片である。出土地点は全て1号住居及びカマドの埋土中である。なお、 5は口縁部の残存がないのでその他

の細分は省略した。

Ⅱ－B群に属するものとして、 12点を掲載した。胎土に細砂、金雲母を含むものが多く、ほとんどが3号

住居跡からの出土である。

Ⅱ－C群に属するものとしては2号住居出土の16， 3号住居埋土中出土の30がある。ただし、それぞれ

の部位が残存していないものl～3についての細分は省略した。

遺物の時期は、 I-A群は8世紀代・奈良時代に属するもの、 Ⅱ群に属するものは全て口径1に対する底

径比が0.5以下であることから、 9世紀代後半から10世紀初頭に属するものと考えられる。

また、 ⅡB群a類②に属する坏のうち2点（22．23）には「小田」が刻書してある。 「小田」に関する遺

物はこれまでに多賀城発掘調査（宮城県）で昭和48年度出士の「小田郡…」と刻まれた須恵器を初め、 「小

田」の文字が入った瓦などいずれも多賀城跡から5点出土している。 この多賀城跡出土の「小田」について

はかつて宮城県北部に存在した小田郡に由来するものであるという。当時の小田郡は現在の遠田郡涌谷町付

〆－，．
奇･ . .c－
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近と考えられている。今回の発掘で出土した坏に施された「小田」の刻書が人名、出身地等何に係わるもの

か、また、多賀城跡出土のものと同様に小田郡に係わりを持つものかどうかは不明である。

＜鉢＞

1点のみ口縁部から胴部にかけての土器片が出土した（9）。口縁部と胴部の傾きから鉢とした。埋土中

からの出土である。体部上部には炭化物が付着しており、煮炊きに使われた跡が見られる。胴部には、須恵

器によく見られる器面調整の叩き目が見られる。器種、文様は相違するが本遺跡出土のものと同様に叩き目

のある土師器は近隣の遺跡では、白幡林遺跡（石烏谷町) B-2， B－3住居跡出土の長胴甕、石持I遺跡

(花巻市）第23号土坑・埋士出土の甕がある。

＜甕＞

9点掲載した。そのうち、胴部中央に膨らみを持つものを球胴甕（20)、器高20cm程度のものを小型甕

(4．17．18）とし、他は長胴甕（5～8 ． 19)として分類した。

I群｡…･･ロクロ未使用のもの

A群｡｡…･頚部に段を持つもの

①最大径を口縁部に持つもの ．…･･………･･…･17

②胴部に最大径を持つもの ．…･……・・6 ．8 ．2O

B群｡｡････頸部に段を持たないもの

①最大径を口縁部に持つもの 。…･･･…･……18．19

②胴部に最大径を持つもの …･…･…･……･･･5

Ⅱ群．…･･ロクロ使用のもの

A群…･･･頸部に段を持つもの

①最大径を口縁部に持つもの

②胴部に最大径を持つもの

B群……頚部に段を持たないもの

①最大径を口縁部に持つもの ……･……･…･…4

②胴部に最大径を持つもの

・長胴甕

全てI群に属する。最大径を口縁部に持つものは2号住居跡から出土、最大径を胴部に持つものは1号住

居跡からの出土である。ただし口縁部の残存しない7については除いている。

・小型甕

3点出土している。 I－A群に属するものが2点、 Ⅱ－B群に属するものは1点である。 I－A群に属す

るものは2号住居跡からの出土でどちらも胴部外面はへうケズリ、 口縁部はヨコナデ調整である。 17は胴部

内面がハケメ、 18はへうナデ調整が施してあり口縁部はともにヨコナデである。 Ⅱ－B群に属するものは1

号住居跡から出土している。外面は凹凸状のロクロナデが確認されるのみである。

・球胴甕

2号住居跡から出土した1点のみである。

Ⅱ群の甕は、 9世紀以降に属するもので、 1号住居跡出土の4が該当する。ロクロナデを主体とすること

から時期は9世紀後半から10世紀初頭に属する可能性が高い。したがって1号住居出土のロクロ未使用の長
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胴甕もこの時期に属するものと思われる。 2号住居跡出土の球胴甕はへうケズリ後へラナデ、ヘラミガキと

他の出土甕に比べ調整が丁寧に感じられる。また、同住居跡から出土した甕は口縁部ヨコナデ、胴部はハケ

メ、ヘラケズリによる調整が目立つ。小型甕も1号住居のものとは異なりロクロ未使用である。これらは8

世紀に属する可能性が高い。

＜壷＞

4号住居跡から32の1点が出土している。ロクロ使用で外面がやや剥離しているものの滑らかで、内面に

はへうミガキが施してある。

（5）鉄津

1号住埋土下方から4点出土している。鉄津の色調、形態から判断すると古代の鍛冶に係わる遺物と思わ

れる。種別は流動津2点、鍛冶津1点、含鉄津1点である。種別の分類はTaJIma製マグネット吸着器「ピ

ックアップ」による磁着度とMETALCHECKER(メタルチェッカー）の反応による。磁着せず、メタル

チェッカーにも反応しないものを流動津、磁着せず、 メタルチェッカーにも反応しないがわずかに磁石に引

きを感じるものを鍛冶津、磁着はするがメタルチェッカーに反応しないものを含鉄津と分類している。これ

らの鉄津は埋士中からの出土で遺構に伴うものかどうかは不明であるが、近隣で鍛冶が行われていたことを

示す資料であるといえる。

（6）刀子

1号住居埋土中から鉄津と共に1点出土した。かなり腐食が進んいる。埋土中からの出土で遺構に伴うも

のかどうかは不明であるが、平安時代のものである可能性が高い。

2．遺構

く竪穴住居跡＞

調査区の中央に2棟、南側に2棟検出した。出土土器及び十和田a降下火山灰を基準に時期と新旧関係を

推定し、検出した4棟のうち、 2号住居跡は奈良時代に、 1 ． 3 ．4号住居跡は平安時代に属するものと判

断した。

（1） 2号竪穴住居跡から出土した甕は8世紀のものと考えられる。 2号住居カマド右袖上部からは9世

紀後半のものと思われる坏が出土しているが、住居廃絶後に流れ込んだ可能性も考えられる。土坑、床面か

らの出土した甕をこの住居使用時と同時期のもの考え、 2号竪穴住居は8世紀（奈良時代）に属する可能性

が高いものと考える。

（2） 1号竪穴住居跡から出土した遺物は9世紀後半から10世紀初頭のものである。また、住居埋土中か

ら9世紀後半から10世紀初頭と思われる3号住居出土の坏と類似のものが出土していることと、住居の埋土

中に火山灰の堆積が見られないことから1号住居跡は3号住居跡よりも古いと考えられる。 9世紀後半～10

世紀初頭（平安時代）に属するものと考える。

（3） 4号住居の柱穴状ピット (P4)から出土した坏は、 8世紀代のものと思われる。土坑から出土し

た壺はロクロ使用で細かなミガキ調整があることから9世紀後半のものと思われる。土坑を住居施設と考え、

4号住居跡は9世紀後半（平安時代）のものと考える。

（4） 3号住居の土坑内から重なって出土した坏は、住居使用時期と同一時期に使用された可能性が高く、

これらの出土遺物は9世紀後半から10世紀初頭に属するものである。したがってこの住居は平安時代に属す

るものと考えられる。
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（5）住居の新旧関係は、 2号住居跡が最も古く、 1号住居跡、 3号住居跡と続く。 4号住居跡について

は資料が乏しく、 3号住居跡より古いものと思われるが、 1号住居跡との新旧関係は分からない。また、出

土遺物、埋士等の状況を顧慮すると1号住居跡と4号住居跡、あるいは3号住居跡と4号住居跡が同時期に

使用されていた可能性は高い。

住居の特徴についてまとめると、平面形はいずれも隅丸方形を基調とし、規模は、奈良時代のものが3m

程度、平安時代のものは3m程度のもの1棟と5nl程度のもの2棟である。

貼り床は1， 2， 4号住居跡の3棟から検出されており、奈良時代、平安時代ともに確認されている。

カマドは、奈良時代のものが北壁側に平安時代のものが東壁側に位置している。袖部は奈良時代のものは

地山を削り出して構築されており、平安時代のものはシルト質土を構築士としている。煙道は平安時代のも

のは壁から煙り出し部へ緩やかに傾斜しており、底面は平坦である。調査区南側の2号住居跡と4号住居跡

の2棟は大きく削平されており、 4号住居跡では煙道やカマドの袖が全く確認されていない。また、 2号住

居においてもは煙道部がかなり削平されており、全様は確認できなかった。

貯蔵穴と思われる土坑はカマド脇に存在し、奈良時代では左側、平安時代では右側に検出されている。

柱穴状遺構は4号住居跡から13基確認されているが住居に伴うものかどうか不明である。

以上から本遺跡の住居は時代と共にカマドは北側から東側へ、袖は削り出し型から構築型へ、士坑はカマ

ド左脇から右脇と変化しているものと思われる。

3．おわ↓ﾉに

今回の調査では稲荷遺跡は、縄文時代には狩猟域の一部として、奈良時代と平安時代には集落としての性

格を持つ遺跡であることが明らかになった。現状は畑地と水田で造成による攪乱のため遺跡の一部が消失し

た可能性が高い。調査に先立って行われた岩手県教育委員会による試掘調査では周辺に住居状遺構も確認さ

れており、 さらに集落域が拡大するものと思われる。また、胴部に叩き目のある土師器や「小田」の刻書土

器等興味深い資料も出土しており、今後周辺遺跡の調査が進むとさらに生活様式、土地利用等が明らかにな

ると思われる。
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正晴

敬

正和

忠昭

勝枝

寛

浩治

勲

弘征

絵美

恵造

剛

健一

真由美

弘卓

ひかり

大輔

晋

一彦

敦

公志

高橋

中川

金子

赤石

阿部

飯坂

鈴木

久慈

濱田

安藤

星

佐藤

半澤

皆川

溜

丸山

齋藤

吉田

菊池

立花

駒木野

原

石崎

與右衛門

重紀

佐知子

登

眞澄

一重

裕明

泰彦

宏

由紀夫

雅之

淳一

武彦

英香

浩二郎

直美

麻紀子

里和

賢

裕

智寛

美津子

高臣
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